様式３（４）
【基本条件】
	提案内容
	配点
（基礎点）

	①　無人ボーリング技術の適用箇所
· 20～30㎝の径で、最大50mの掘削ができる技術が記載されているか
· 「放射線レベルの高い環境下における作業員の被ばく線量を低減するための省力化（部分的な遠隔操作等も含む）」を実現する技術内容が記載されているか
	5

	②　ボーリング性能の考え方
· 高線量下での作業時間の短縮が記載されているか
	5


【加点項目】
	提案内容
	配点
（技術点）

	①　作業時間の短縮
· 通常のボーリング作業にかかる時間と比較して、高線量下での作業時間をどの程度、短縮できるか
· ボーリング作業を行うにあたり、周辺環境に影響を与えないか
· 必要な作業員の数が少ないか
	23
（うち10）
（うち3）
（うち10）


	②　作業スペース
· ボーリング作業を行うのに必要なスペースが少ないか
· 機器の設置が容易か
	12
（うち10）
（うち2）

	③　質の高いボーリング
· 得られるボーリングコアの質が高いか
· 過度なロッドの消耗を抑制できるか
	9
（うち6）
（うち3）

	· ④　実験データの提示
· 効果を裏付けるため、様々な角度から実験が行われ、データの分析がなされているか
· 示されたデータに基づき、検証の期間の短縮が可能な場合、その短縮幅が大きいか
	6
（うち2）
（うち4）


※技術点部分の採点は、A：5/5、B：3/5、C：1/5、D：0/5、の4段階評価とし、配点にこれらの係数をかけて得点を算出します。

2

